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佐々木  青木文教師とそのチベット将来資料

青木文教師 とそのチベ ッ ト将来資料

佐 々 木 高 明*

1・ 遙 か な る道一 青木文教師の入蔵に至る経緯_

 ダ ー ジ リンか らカ リンポ ンへ行 く道 は,照 葉樹林 におおわれた斜面 を屈曲 しなが ら

行 く。それ はい ったんテスタ川 の河谷 まで降 り,再 び山腹を登 ってカ リンポンの町 に

まで達す るのである。1912年 の3月 初,こ の道を カ リンポ ンへ 向 って急 ぐ3人 の青年

があ った。青木文教 と友人 のチベ ット学者多田等観,そ れにチベ ッ ト人の留学生で,

日本で勉学中を急遽本 国に呼び戻 された ツ ァワ ・チ トゥル僧正であ った。3人 の 目的

は,当 時カ リンポ ンに駐輿 していたダ ライラマ第13世 の もとへ僧正を送 り届け
,あ わ

せて2人 の 日本人 の入蔵(チ ベ ッ トへの入 域)の 許可 を手 にす ることで あった。

 そ の頃のチベ ットをとりまく国際情勢は風雲急を告 げていた。1893年 イギ リスは シ

ッキムを保護領 に し,チ ベ ッ トへの進 出を はか っていた し,ロ シア もブ リアー ト出身

の ラマ僧を ラサに派遣 して,チ ベ ットに影響力を及ぼ していた。 そう した中で チベ ッ

トはかた くなに国を鎖 ざし,外 国人の入域 を拒みつづ けて いた。だが,1904年,イ ギ

リスは武力を行使 して,ヤ ングハズバ ンドに率 い られ る英 印軍が チベ ットへ侵入,8

月 に首都 ラサを 占領す るに至 った。ダ ライラマは難 を避 け,モ ンゴルの ウルガ に行 き,

つ いで中国(清 朝)に 身を よせることにな った。 この間,本 願寺法主 の大谷光瑞 は亡

命 中のダ ライラマに働 きか け,連 枝 の大谷尊 由を中国に急派 して,1908年6 .月,山 西

省の五 台山でダ ライ ラマと会見 させ,日 本 とチベ ッ トとの仏教の交流 を申 し入れた。

これが後に青木文教師 らが入蔵す る契機 とな った ものであ った。

 そ の後,ダ ライラマは再 びチベ ッ トに戻 ったが,清 はイギ リスによって失われた地

位を再 び回復 しよ うと して,軍 事行動に出た。1910年 春,清 軍が ラサに迫 ったため,

ダ ライラマは今度 はイン ドに向 け脱出 し,し ば らくダ ージ リンに留 った。 ところが,

この問 に辛亥革命が勃発 し,そ れ によ って戦況が0変 した。 このため,1911年 春,ダ

ライラマはダー ジ リンを発 ち,カ リンポ ンをへてチベ ットへ帰 国す ることにな った 。

青木文教 らがカ リンポ ンへ急いだのは,ち ょうど この ときに当 って いたのである。

*国 立民族学博物館第2研 究部
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 青 木文教は明治19年9月28日,滋 賀県高島郡 安曇川町常盤木にあ る正福寺で,父 覚

生,母 き くの長男と して生れた。京都府立第二中学校 か ら仏教大学(現 在 の竜谷大学

の前 身)に 学んだ。 ちょうどその修学 の途中,明 治41年(1908)に は,先 述の ように

大谷光瑞法主の使節 とダ ライラマが五台山で会見 し,両 国仏教徒の修好の約束が結ば

れた。 これ に伴 い,大 谷光瑞 はチベ ッ トへ の留学生の候補を選ぶ ことになったが,そ

の1人 と して青木文教 が抜擢 されたのである。

 明 治42年(1909)9月 仏 教大学を中退 した青木は直 ちにイ ン ドに派遣 され,仏 蹟調

査に従事 した。 ところが,そ の翌年の春,既 述 のように,ダ ライ ラマ13世 は ラサを脱

出してイ ンドに出たわけであ る。 これを知 った光瑞 は,当 時カル カ ッタに滞在 して い

た青木 に打電 してダ ライラマに面接す ることを命 じた。青木はす ぐにダ ージ リンへ向

い,英 印当局の許可を得て,ダ ライラマの謁見を うけた。そ こで彼 は,大 谷光瑞 の意

をダ ライラマに伝え るとともに,留 学生の交換が実現 しうる ことを確認 した。使命 を

果 したのち,し ば ら く青木 は ロン ドンに遊んだが,渡 英後約1年 に及んだある 日,突

然,青 木 はダ ライラマか らの書 信をうけとった。それには 「日本へ留学生を派遣する

か ら帰朝の途次ダー ジ リンに立 寄れ」 とあった。青木 は直ちに大谷光瑞 に連絡 を とっ

て ロン ドンを発 ち,マ ルセ イユか らボ ンベ イへ,ボ ンベ イか らダージ リンへ急ぎ,ダ

ライラマに謁見 した。その ときにはまだ 日本へ の留学僧の候補が決 っていなか ったが,

2カ 月後 には,ツ ァワ ・チ トゥルとよばれ る青年僧正が 日本へ派遣される留学生 とし

て決 った のであ る。

 ツ ァワ ・チ トゥル僧正 は,日 本 では京都 と神戸 の六 甲山に住み,勉 学 に励んで いた

が,突 然 イン ドに滞在 中のダ ライラマか らの召喚の電報 を うけ,急 遽帰国す ることに

なった。 これ には青木 のほか に多田等観 らが同行 し,彼 らは,さ きに も書いた ように

1912年 の早春 の頃 カルカ ッタか らダージ リンをへてカ リンポ ンへ急 ぐことにな ったわ

けで ある。

 この ときのダ ライ ラマとの会見の模様 とその後の入 蔵の事情 などについては,多 田

等観 は後 に回想 して,次 のよ うに述べている。

 「1912年3月 初,ヒ マラヤのカ リンポ ンで青木 さんとともに,ダ ライラマ第13世 に初

めてお会 いを した。 ブータンのカゼ ウゲ ンという豪族の姉君 が献上 した とい う行宮の

正殿で,私 ども同列で会見 賜 った。……その とき青木 さんは トゥブテ ン・ダ シイThub・

bstan bkra-SIS,私 は トゥブテ ン・ゲルツェ ンThub-bstan rgyal-mtshanと い うチベ

ッ ト語の法 名をいただ いた。また,そ れ と同時にめいめいにラマ教 のケ ンプ(僧 正)

の法服を1組 ずつ賜 った。七條衣 ・セ ン衣 ・セ ンタブ衣 ・ドンカ ・チ ャプル ・僧帽 ・
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僧靴などであ る。 これが奇縁 になって,2人 が相前後 してチベ ッ トに入 ることにな っ

たのであ る。それか ら間 もな く,ダ ライ ラマー行 はカ リンポ ンを去 りチベ ッ ト本国に

帰 り,わ れわれはチャール ス ・ベル氏 の紹介でダー ジ リンの附近の グムパ リという小

駅にあ る民家を借 りてそ こに移 り住む こととな った。丁度われわれの住居 はラマ寺の

門前 にあ ったので,た びたびその住持 の老 ラマに会 い,ラ マ教の経典 の話や,チ ベ ッ

ト語の疑 問などを聞 く便宜 があ った。青木さんはそこを根拠に してチベ ッ ト入 りの準

備を した。青木 さんは先ず チベ ッ ト語会話を勉強 し,ま た入国 について の調査を した。

いよいよ機が熟 し,9月 初,ネ パ ール山中に潜入 し,遂 にチベ ッ ト入 りに成功 した。」

[多 田 1957:1]

 ダ ラ ィラマとの謁見 のあ と,6月24日 に その一行がチベ ッ トへ 向けて 出発す るまで,

青 木 ・多 田の2人 はカ リンポ ンに留 ったが,そ の間 に日本か ら帰 国 した ッ ァワ ・チ ト

ゥル僧正 はダ ライ ラマの侍従 とな って帰 国す ることに決 った。 さ らに青木 ・多 田の2

人 もダ ラィラマとと もに入蔵す ることを強 くすすめ られ,入 蔵認定証 と旅券が下付 さ

れた。 しか し,2人 の入蔵 は英印政府 当局の同意す るところとな らなか った。 そのた

め,後 日,時 機をみて秘密に入蔵 する計画を立 て,青 木 らはダ ージ リン郊外の民家で

その機会を待つ ことに したので ある。

 2人 のうちまずチベ ッ トに向 け出発 したのは青木文教であ った。大正元年(1912)

9月9日 の午前2時,降 りしきる雨 と濃霧,そ の暗闇の中で笈 を負 い,チ ベ ッ トの巡

礼僧 の姿 に身をやつ して,彼 はまず ネパ ールの国境へ向 ったのであ った。

2.チ ベ ッ トで の 生 活 一 入蔵から出蔵まで

 青 木 が入蔵路 と して選んだ道 は,カ リンポ ン ・ガ ン トクを経 由す る表街道で はな く,

ダ ー ジ リンか らい ったんネパ0ル 領へ入 り,東 部ネパールの イーラムか ら北上 し,カ

ンチ ェンジュンガ山群 の西麓 を通 り,ウ ル ンゾ ンを経て チベ ットに入 るいわば間道 に

当 るルー トであ る。青木 が このよ うな間道を選んだ のは,イ ン ド領 内を通 る区間 が短

く,嫌 疑 のかか るおそれが少 ないか らだ と述べて いる。その代 わ りこのルー トはか な

りの悪路で,そ の旅は大へん苦 しいもので あった。 しか し,9月22日 に は強度 の高 山

病に悩 まされなが らも,テ ィプ ラ(高 度約5,700m)峠 を越えて,青 木 は無事 にチベ

ット領 に入 ることがで きた。それ以後は,ダ ライラマ発行 の入蔵許可証 と旅券 によっ

て,き わめてめ ぐまれた旅をつづ け,シ ガッェをへ て10月15日 に はッァンポ河畔のダ

ライラマの行在所 にまで達 している。
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 と ころが,青 木文教 に先立つ こと13年,1899年(明 治32年)か ら翌年 にかけ,当 時,

ま だ完全 に鎖国の体 制をとって いたチベ ッ トに入域を試みた河 口慧海 は,ネ パールの

国内を西北 に大 き く迂回 し,中 部ネパール のカ リガ ンダキの上流か ら トルポ地方に入

り,無 人 の荒野を単身で踏破 してチベ ッ トに入 ってい る。 しか も,チ ベ ッ ト滞在3年

の間,彼 は日本人で あることを隠 しつづけ,そ の身分が露顕す る寸前 に脱 出 した こと

はよく知 られ る通 りである。 この きわめて劇的 な河 口の入蔵 か ら出蔵までの経過 に較

べれば,青 木や多 田の入蔵 はダ ライラマの許可証 を持 って入域 して いるだけに,よ ほ

ど事情は好転 し,安 定 していたとい うことがで きる。 しか し,そ れ にして も英 印政

府当局の 目をかすめ,巡 礼僧の姿でチベ ット国境 を越え る努力は大へんな もので あっ

た。

 そ れではこれ らの学僧たちが,非 常な困難と闘 いなが らチベ ッ トへ入域 しようと努

力 した動機 はい った い何 だ ったのだ ろうか。0口 にいえば,そ れはチベ ットの仏典を

求め るためで あ った。それではチベ ッ トの仏典 が何故 それほど貴重 なもの と考 え られ

たのだろ うか。

 チベ ットでは8世 紀後半 に仏教が国教 となった。 それ に伴い梵語 の仏教典籍の翻訳

が きわめて組織的 に行われ たが,こ の訳経 は14世 紀前半 ごろまでに,現 在われわれが

み るような形 にで き上 ったとされてい る。一般 に これ らの翻訳 された典籍 は 「チベ ッ

ト大蔵経」と総称 されているが,こ のチベ ット大蔵経 は,翻 訳の仕方 が逐語訳 とい っ

て よ く,し ば しば もとの梵語原典を容 易に復元できるほどであ る。このため意訳 を 旨

と した漢訳仏典 とは仏典研究 の うえで異 った価 値があ り,と くに散侠 した梵語原 典を

復元,補 足す るような場合 には,大 へん価値高い ものとみられ るようになった。特 に

そのことがハ ンガ リー人のケ ーレシ ・チ ョマによ って1836年 に指摘されて以後,世 界

の仏教学者の 目がチベ ッ トに注 がれ るようにな った とい って もよい。

 河 口慧海(1900年),寺 本 娩雅(1905年)に つづ く,青 木文教,多 田等観 らの学僧

たちの入蔵 は,い ずれもチベ ッ ト仏教 の研究 とチベ ッ ト仏典 の将来が,そ の もっとも

大 きな 目的であ った ことに間違いない。 しか し,青 木文教の場合には,後 にふれ るよ

うに,仏 教や仏典の研究以外に社会や風俗 ・習慣 とい った世俗の研究 をかな り行 って

いる。それが大谷光瑞法主の指令であ ったか どうか は,い まにな っては知 るよ しもな

いが,と にか く,こ の点が青木のチベ ッ ト滞在の成果の大きな特色 とな って いること

を注 目してお きたい。

 こ こで話を もう0度,青 木文教の旅に戻す ことに しよう。ダラィラマの行在所 にま

で辿 りついた青木 は,大 正2年(1913)1月22日 に,あ こがれの都 ラサヘ ダライラマ
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の一行 とと もに到着 した。 ラサでの宿舎 はヤプシイプ ンカ ン家 と定め られた。 山口瑞

鳳 の解説 によると 「ヤプ シというのは"父 君の お邸"の 意で,ダ ライ ・ラマの生家を

言 う。 フ。ンカ ン家 は第11世 ダ ライ ・ラマの生家で あった。勿論,こ れ は13世 ダ ライ ・

ラマの指図 によるものであ った。後に入蔵す る多田等観が僧院(セ ラ寺)に 入れ られ

たのと対照であ る」[山 口 1969:429]と い う。 このよ うに青木が俗 界の貴族 の家 に,

多 田が僧院 にその居を定 め られた ことは,両 人を知 るものにとって全 く適材適所の配

置で あった ともいわれて いる。

 さて,ラ サ にお ける青木の勉学は,ま ず ラサ語の修得 とつ いで修辞学 ・文法学 さら

に歴史学の研究 に向け られ,そ れぞれす ぐれた師 について学んだため,成 果が非常に

あが った ようである。

 前 に も引用 した 「ラッサ時代の青木文教 さん」 というエ ッセーのなかで多 田等観 は

次 のように述べている[多 田1957:1]。

 「青木 さん はラ ッサで もチベ ット語 をつづ けて勉強 し,多 くの貴族等 と交際 し,ラ

ッサ語の修得に努めた。 ……法王庁か ら家庭教師 として ロサ ンツェ リンという人が任

命 され,そ れに就いて勉強 した。その教師 はチベ ッ ト文字を書 くのが頗 る巧みな人で

……青木 さんのチベ ッ ト習字はみるみ る上達 し
,む ずか しい とされて いるチベ ッ ト草

書体 を も自由自在 に書 けもし,読 めるようにな った。」 また,「 文典の研究 については

ッ ァワデ トル(前 出のツァワ ・チ トゥルの こと)僧 正の手ほどきをうけた。僧正 はダ

ライラマ学 問所の出仕を してお ったので,そ の指導す る時間が限 られて いた。 ラッサ

で は文典 に造詣 あある学者は稀れで,緻 密 に ものを考える青木 さん はその良 師を索 め

るためにかな り苦労を された。……後にはカム ・デルゲか らラッサに来ていた貴族 出

の ラマに就 いて学 んだ。その ラマは文典 の学 に深 い識見を持 っていた。青木 さんが文

典研究 を大成 され たの は,彼 に負 うところが多か ったよ うに考え られ る。」

 さ らに 「青木 さん は,学 究 の暇には世界 ニュースを法王庁 に呈供 した。当時,第1

次 欧洲大戦 中で あったが,欧 洲 の事情 に闇 いチベ ット政府要路者 は青木 さんの解説 に

よ りどれ程啓蒙 されたか測 り知れぬ ものがあ った。 この機会を利用 しチベ ッ トの作文

の練習 と美 しい草書体の習字が できた ともみ られ る。」また 「青木 さん は チベ ッ ト歴

史に書かれて いることと実際 の事実を,古 老や学者にききだ して照合 される等,そ の

方面 の探究 も忘れなか った」 ともいわれて いる。青木 のチベ ッ トにおけ る研究が どの

よ うな方向を指向 していたか。 ここに引用 した多田等観 の回想 は,そ れを的確 に示 し

て いるように思 うのである。

 几 帳面 な性格を もつ青木 は ラサ滞在 の3年 間,日 課 をほぼ次の ように定 めて いた。
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午前7時 起床,9時 より12時まで勉強,午 後1時 頃茶菓を喫 し,そ の余の多 くを訪問

に費し,6時 夕食,所 要の事務と補修を行い,11時 就寝というスケジュールである。

ところが青木のチベ ット滞在の記録である 『西蔵遊記』(復刻版)に よると 「頻々とし

て起りくるラッサ社会の祭礼儀式は予をして局外におらしめなかった。公私共にその

渦中にまき込まれて1年 の約1/3は 蔵人と一緒に呑気な怠惰な日を送らねばならなか

った。この外毎月一両回は宮殿,離 宮を始め諸大臣,貴 紳等を訪問する毎日数時間,

半 日,1日 と費やした上に予がなまじ写真に趣味をもっていたため,1人 か2人 の素

人写真屋 しかないところのラッサでは,予 のキャメラが驚くべき活動をなし,無 料撮

影の写真師として忙殺されたるもまた大なる支障であった」[青木1969:216]と いう。
                                        

だが,「 しかし」とす ぐ言葉をついで,青 木は 「かように修学上に失った損害は活社
                                                                   

会から得た知識経験で補われて余りあったと信ずる」と述べているのである。

 ラサの市井に生活し,そ の生活文化の全般に亘ってひろい関心を有 し,知 識の獲得

につとめた青木の面目躍如たる言葉である。

 「僧院生活を していたため,た まにしかラッサへ出る機会」がなかった多田とは異

なり,俗 人(貴族)の 家に起臥 した青木は毎日午後の 「訪問」やその他折々の 「交際」

のなかで,社 会的な見聞をひろめることができたわけである。青木はラサの町々やそ

の近郊の名跡など各地を訪れたのをはじめ,ラサの貴族や市民 とひろい接触をもち,チ

ベット社会の制度や風俗 ・習慣など生活文化のさまざまな面について詳細な観察を行

い,考 察を加えた。それをきわめて正確に 『西蔵遊記』(第1編 「入蔵記」第2編 「チ

ベット事情」第3編 「出蔵記」か ら成る)の なかに書き留めているのである。

 青木の 『遊記』は河口の有名な 『西蔵旅行記』などに較べると ドラマティックな要

素は大へん少ない。しか し,入 蔵 ・出蔵の旅行記の部分の記述はきわめて正確な地誌

といえるものであり,ラ サの滞在中の情報を整理 した 「チベット事情」は当時のラサ

を中心 とした地域の地誌的あるいは民族誌的な報告として,い まも第一級の資料的価

値を有 しているとみて差支えない。このような青木の研究上の特色は,く り返し述べ

るが,彼 が仏教学を専修するのではなく,市 井の一学徒としてひろく情報の収集を行

ったからにほかならない。さらに,こ うした青木の研究態度は,後 述するように,彼

の将来資料の特色のなかにもよく反映 していることを,あ らかじめここで指摘 してお

くことにしよう。

 このようにしてラサにおける研究生活の3年 目を終えた大正4年(1915)末,青 木は

本国からの帰朝命令に接する。彼の指導者でもあり,庇 護者でもあった大谷光瑞が,

そのしばらく前に法主の地位を退いていたからである。青木は直ちに帰国の準備をな
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し,翌 大正5年(1916)1月26日 に ラサを出発 した。往路 と異 り,ギ ャンツェをへてい

ったん シガッ ェに立寄 り,そ こで タシラマ(1 ¥ｰンチ ェ ンラマ)の 謁見を許 されたのち
,

再 びギャ ンッェに もどり,そ こか ら一路南下 してチュ ンビの谷を通 り,3月7日 にカ

リンポ ンに帰着 してい る。

 と ころが,青 木文教 とほぼ同時期に ラサのセラ寺に滞在 していた多 田等観 は,大 谷

光瑞法主 の退位後,そ の援助が絶えたあ とも,ラ サに留 って研究 をつづ け,そ の後8

年 をへて帰 国 した。多 田は帰 国に際 し,大 量の チベ ッ ト大蔵経 と蔵外の仏典を80頭 の

馬に積んで運び出 したので ある。「これに較べ ると青木 の方 は空手 還郷 にも似ていた」

[山 口1969:432]と さえいわれ るほどで ある。

 このような状況のため帰国後の青木 は,必 ず しも恵 まれた環境 のなかには置かれな

か ったようである。

3.そ の後の青木文教 と将来資料の意義

 1917年4月,帰 国 した青木文教をまち うけていたの は手厳 しい争い事であ り,彼 は

そのことか ら手痛 い打撃を うけたようである。その争 い事の相手 は青木 より一足先 に

帰 国 していた河 口慧海であ った。 山口瑞鳳はその間 の事情を次の ように記 して いる。

 「河 口は第2回 の入蔵の際に,ダ ライ ・ラマか らパ ンコル,チ ュテ ン1)の 写本 カ ン

・ジ ュル2)を 受 け取 って,日 本に将来 していた。その一揃 いの宛先 をめ ぐって両者 の

いい分が一致 しなか ったのである。河 口は証拠品を立 ち合いで見 ることを主張 し
,青

木 も自らの主張の根拠を示 そうと した。 しか し,青 木 のい う宛先人であ った大谷光瑞

は,青 木 をさと して争いの場か ら外 し,外 地 に派遣 した。 この為,青 木 は弁明の機会

を得なか った。 しか し,後 悔 は しなか った。彼 は大谷光瑞 に心服 し,そ の手足の一つ

とな って いたか らである」[山 口1969:432]と 。

 年 譜をみ ると・ チベ ッ トか ら帰 国 して1年 も経 って いない大正7年(1918)2月,

青木 は東南アジア諸国に派遣され,約5力 年の間,主 として ジャバにおける熱帯農業

の実践調査を行 う。チベット留学の知識が生かしきれない新 しい仕事に青木は,お そ

らく割り切れない何かを感じていたのではなかろうか。 しかも 『西蔵遊記』の初版の

刊行が大正9年 であるから,そ のとき青木は日本にいなかったことになる。こうした

不遇の時代がなおしばらくつづ くが,昭 和10年 には京都大学の羽田享教授の委嘱によ

1)ギ ャ ンツ ェにあ る寺 院の 名。 ペ ンコル ・チ ュデdPa1'khor chos sdeが 正 しい。

2)大 蔵 経経 部 。WT・bKa"gyur。 問題 の カ ンギ ュル は現在 東 京 の 東洋 文 庫 所蔵 にな って い る
。
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って,約2年 間,京 都大学でチベ ット語 を教えている。 さ らに昭和16年 か らは,外 務

省の嘱託 とな り,約6力 年間チベ ット関係の調査 ・工作 に従事する ことにな り,は じ

めて厚 く遇 され る ことにな った ようである。『西蔵文化の新研究』(昭 和15年),『 西 蔵

の民族 と文化』(昭 和17年)な どが相ついで上梓 され,ま た外務省調査資料 として 「西

蔵全記」(昭 和20年),「 西蔵語学」(昭 和22年)な どがまとめ られた。いずれ も,こ の

時期の仕事 であ った。

 戦 後 は,昭 和22年 か ら4年 間,連 合軍総 司令部の民間情報局(SCAP)に 教 育顧問

と して勤務 して いた。 ところが,昭 和26年3月,そ れまで講座担当 していた多 田等観

が急 に渡米 したため,そ のあとを うけて東京大学文学部のチベ ッ ト語講 師に就任す る

ことが決 まった。多田が早 くか らチベ ット学者 と しての地位 を得ていたのに対 し,青

木 は出蔵後35年 に しては じめて学界で用い られ ることにな ったわ けである。晩年の青

木文教 をよ く知 る山 口瑞鳳 は,東 大への就任 は 「勿論充分に酬 い られたわけで はない

が,(そ れで も)青 木 の傷つ いた粋 りを癒 して くれ るところがあ っ牟に違 いない。 この

とき(青 木 は)『 チベ ッ ト文典』 と``Study of Tibetan Ghronicle"を 書 いた。殊 に

後者には青木の情熱がそそがれた」[山 口1969:433]と 述 べている・

 しか し,こ の書物Study an early Tibetan Chronicles regarding 4鋤rψ σπ6跡of dates

侃4伽 〃α伽 ∫伽6η'が1955年 に完成 して間 もな く,青 木 は不治の病 につ いた。 そ して

昭和31年11月7日,青 木 は報い られるところの薄か ったその生涯を閉 じたのである。

享年70才 。

 青 木文教の後半生 をかえ りみ ると,そ れ は決 してめ ぐまれた もので はなか った。青

木文教 と多田等観 はほぼ同時期 に入蔵 した もの として常 に比較 されるが,イ ンドでダ

ライ ラマとコンタク トを もち,入 蔵許可証を手に し,入 蔵す るところまで は,青 木 が

一歩先ん じていた。と ころが,前 にも記 した ように,青 木 は ラサ市中に俗人 と して居

住 し,チ ベ ット滞在,3年 余で 出蔵 してきたの に対 し,多 田は僧院に居住 し,滞 在 も

10年 以 上に及んだ。 その上,何 よりも違 いは帰国に際 して,多 田は大量のす ぐれた仏

典類 を将来 したのである。 このため,帰 国後 の青木に対する 日本の学界 の扱 いと多 田

に対す るそれ との間には大 きな差が生 じた。多 田が学界に積極的 にうけ容れ られ,や

がてチベ ッ ト学者 としての地歩 を築 き上げた のに対 し,青 木 は学界 にはほ とん どうけ

いれ られ なか った。

 そ の大 きな要因 は,青 木 の側 か らすれば,河 口に託 して将 来 したつ もりの仏典類 が,

その通 り認 め られなか った,と い うような事情 もあるが,何 よ りも大正末期か ら昭和

初期のわが国の チベ ッ ト学界 の動向と青木の研究 の方 向が一致 しなか った とい うこと
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がいえ るのではなか ろうか。

 ラサ市中の貴族 の家 に滞在 し,3年 余 にわた って青木が研究 した ものは,前 にも記

したようにチベ ッ ト仏教学のみではな く,む しろ語学 にはじま り,文 典学,歴 史学,

そ れに社会 ・宗教 ・文化にかかわるひろい問題であ った。帰国直後 に刊行 された 『西

蔵遊記』 の中心部 分をなす 「チベ ット事情」 は,青 木の調査報告の一部 とみ なしうる

ものだが,そ の内容はチベ ッ トの地理的概説,対 外関係 には じま り,ラ サとその周辺,

政体 と行政組織,宗 教,教 育,産 業,交 通か ら軍備,人 情風俗,年 中行事 にまで及ん

でいる。 当時のチベ ッ トについての丹念 な調査 とその記録であ る。 このような研究 ・

調査の方向 は大谷光瑞の指示による もので はないか と私 は想像 して いるが,確 た る証

拠 はない。いずれに して も,そ の当時,青 木 がめざして いた ものは,単 なるチベ ッ ト

仏 教学 の研究ではな く,総 合チベ ッ ト学 あるいはチベ ッ ト文 化学 とで もいうべ きもの

ではなか ったか と考 え られ るのであ る。 しか し,当 時の日本のチベ ッ ト学界 は,不 幸

に して この ような傾 向の研究を うけ容れる状況で はなか った ようである。 当時 の学界

の関心 の中心 は仏教学的な研究であ り,仏 教関係の典籍の将来 とその研究 がチベ ッ ト

学 界の主要関心事 であ った といえ る。 このような趨勢の なかでは青木 の研究 は学界の

関心 を呼ばなか った。 また,青 木がチベ ッ トか ら持 ち帰 った資料類 は,河 口や多 田の

それに較べれば分量 も少 な く,且 つ きわめて雑多で,仏 教研究 とい う点 か らみれば一

級品に属す るような もの は何 もなか った。 したが って,そ の 当時か ら,学 界 において,

そ れ らはほとんど価値 のない ものとみ られて いたよ うである。

 しか し,ひ とたび仏教学的な関心 か らはなれ,チ ベ ッ トの生活文化 の研究 という視

点 に立 てば,こ の青木 のコ レクシ ョンには,ま た別 の評価を与える ことができる。例

えば,ラ サの市井の宗教生活をそのまま写 しとったかの ような,そ の 「雑多 さ」 は,

当 時のチベ ッ トの生活文化のあ りよ うを もっともよ く示 しているとい うことがで きる。

そ こには河 口や多田のコ レクシ ョンには見 られない民衆生活 との接点 を示す ものも少

な くないので ある。 したが って,こ の コレク ションは最近で は,チ ベ ッ トをチベ ッ ト

として理解 した いと考 える人た ちに とって,き わめて価値高 いもの と認識 されるよう

にな ったのであ る。

 青木 の研究の方向 とそのコ レクシ ョンの意義が理解 され るまでには,彼 の出蔵 の時

点 か ら数十年の時 日の経過を必要 としたわけで ある。 この点 に青木文教 の不運 があっ

た といえるので はなかろうか。
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4.民 博所 蔵 「青 木 文 教 コ レ クシ ョン」 につ い て

 国立 民族学博物館 において所蔵す る 青木文教将来 チベ ット民族資料(「 青木 コ レク

ション」 と略称する)は,別 添 リス ト(PP.8-10)の 通 り,計142点 か ら成 る。 もとは

神戸市在住の小倉捨次郎氏が所蔵されて いた ものを,同 氏の御希望によ り,昭 和53年

11月18日 に本館 に搬入,整 理 ・評価 などの作業を終えた うえ,翌54年8.月17日 に正式

に受入れた ものである。その間,資 料の紹介,旧 所蔵者 の小倉氏との仲介,さ らには

資料の整理などに,お 骨折 り頂いたのは兵庫県立近代美術館副館長(当 時)の 増田洋

氏であ る。同氏の労 に厚 く御礼を 申 し上げたい。

 「青木 コレクシ ョン」142点 は,「 は じめに」(長 野泰彦)の なかで その概要が示 され

て いるが,こ れ らは小倉捨次郎氏 が所蔵 してお られたコ レクションの大部分を占める

ものであ る。 ただ し,同 コレクシ ョンの うち,小 倉 氏の御希望 と博物館側の整理の都

合 により,若 干の ものが,そ の後 も小倉氏の手許に とどめられ ることにな った。その

お もな ものを列記す ると,次 の如 くである。

 金 色釈迦牟尼座像(高15.2セ ンチ,巾9.7セ ンチ),ソ ンツェン ・ガ ンポ王像(青

 銅 像,高18。8セ ンチ,巾14・3セ ンチ),釈 迦 牟尼仏画像(一 軸,66セ ンチ×47セ ンチ,

 絹 地 彩色),チ ベ ット植物標本78点,岩 石標本5点,化 石6点,砂1点,貨 幣22点,

 紙 幣2枚,切 手3点,封 筒2点,宝 石類17点,石 製 品類16点,そ の他 『西蔵遊記』

 (初版)1冊,『 西蔵写真帳』1冊,写 真原版,イ ン ド地図6葉,辞 書用 メモ27点,

 手 帳6冊,そ の他である。

 か つて,小 倉氏 は 「神戸市住吉町小倉捨次郎所蔵 チ ベ ッ ト・コレクション目録(元 チベッ

r入 国者青木文教氏の蒐集によるもの)」 とい う表書 きのある目録を作成,印 刷 してお られる

が,そ の 目録 の内容 は,国 立民族学博物 館に譲渡 された資料 と上記の小倉氏の手 許に

残 された ものとにほぼ対応す る。ただ し,上 記 の 目録 に 「七九,ラ サの鳥臓 図一幅Im

34cm×lm68cm」 と記載 されて いた地 図は,わ れわれが小 倉氏と資料譲渡 につい

て話 し合いをは じめた時点で,す で に同氏の手許 にはなか った。 したが って,今 回の

われわれの リス トの中 には加 え られていない。

 と ころで,上 記の小倉氏の旧蔵 コ レクシ ョンが青木文教のチベ ッ トか らの将来品の

すべてであるかどうか は不 明で ある。小倉氏によると,右 の コレク ションは戦前に大

谷光瑞氏か ら託 された ものだ とい うことである。大谷光瑞氏に深 く傾倒 して こられた

小倉氏 は,こ れを保管す るとと もに,大 谷氏や青木氏 に財政的な支援 も惜 しまれなか

ったよ うである。
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 いずれに して も,小 倉氏の厚意 により,こ の貴重 な コレク ションが散侠す ることな

く,-今 日まで保持 されて きた。 その ことをわれ われ は心か ら嬉 し く思 うとともに,永

年 に亘 りこの コレクシ ョン維持 につ とめ られた同氏の御努力 に心か ら敬意を表 した い。
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